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１．はじめに 

2012年大河ドラマ「平清盛」がスタートして半年以上が経過した。放送開始以降、「画面が汚
い」「登場人物が多くてわかりにくい」などの声が視聴者から上がり、視聴率も 10％台前半と低
迷を続けている。しかし、私個人としては、これまで平安時代末期の「保元の乱」や「平治の乱」

について取り上げた作品を観たことが無かったため、それなりに楽しんで視聴している。

本稿では、私なりの大河ドラマの楽しみ方について書き記す。

２．島根県との関係を探す 

私達の住む島根県東部（出雲国または松江藩）にゆかりのある人物を探してみると、これまで

大河ドラマには数人が登場している。以下にその一部を紹介する。

（1）京極氏 

日本の武家であり、宇多源氏の流れを汲む近江源氏、佐々木氏の別家である。足利尊氏に

仕えた佐々木導誉（京極高氏）の活躍により、室町時代から若狭・近江・上総・飛騨・摂津・

出雲の守護職を務めた名門である。

佐々木導誉は 1991年大河ドラマ「太平記」に登場している（演：陣内孝則）。

（2）尼子経久 

戦国時代の大名であり、出雲の守護代を務める。大内氏や毛利氏と争いながら、出雲国月

山富田城を中心にその勢力を拡大していった。このとき、尼子氏、大内氏、毛利氏の間で石

見銀山の争奪戦が行われている。なお、尼子経久は前述した佐々木導誉の子孫にあたる。

尼子経久は 1997年大河ドラマ「毛利元就」に登場している（演：緒方拳）。

（3）堀尾吉晴 

安土・桃山時代～江戸時代初期の大名であり、織田信長、豊臣秀吉、徳川家康の 3 人に仕
えた。出雲松江藩の初代藩主（諸説あり）である。関ヶ原の戦いでの嫡子忠氏の働きが認め

られ、隠岐・出雲 24万石に加増移封された。当初は尼子氏が築いた月山富田城に入ったが、
慶長 16年に松江城を築いて本拠を移した。
堀尾吉晴は 2006年大河ドラマ「功名が辻」に登場している（演：生瀬勝久）。

（4）京極忠高と初姫 

京極忠高は江戸時代前期の大名であり、出雲松江藩の藩主である。堀尾家が改易となった

後、若狭国小浜藩より加増転封された。なお、京極忠高は前述した佐々木導誉の子孫にあた

る。

京極忠高自信は大河ドラマに登場していないが、正室（妻）の初姫は徳川秀忠と江の娘で

あり、義母の初（江の姉）の養女である。これらのやりとりが 2011 年大河ドラマ「江 姫
たちの戦国 」に描かれている。
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（5）結城秀康と松平直政 

安土・桃山時代～江戸時代初期の大名であり、越前国北ノ庄藩（福井藩）初代藩主である。

結城秀康は徳川家康の次男であり、徳川秀忠の兄である。秀康は豊臣家の養子になった後、

さらに結城家の養子になっている。

結城秀康の三男である松平直政は江戸時代前期の大名であり、上総姉ヶ崎藩主、越前大野

藩主、信濃松本藩主を経て出雲松江藩の藩主となる。

松平直政が大河ドラマで主要な人物として描かれたことはないが、大坂の役（大坂冬の陣・

夏の陣）では真田幸村と交戦している。 

結城秀康は 2011年大河ドラマ「江 姫たちの戦国 」に登場している（演：前田健）。
なお、結城秀康の子孫である松平春嶽（越前福井藩藩主）は 2010 年大河ドラマ「龍馬伝」

（演：夏八木勲）などの幕末を舞台とした大河ドラマに数多く登場している。 

（6）武田観柳斎 

出雲母里藩の生まれであり、新選組隊士（五番隊組長）である。軍学者として近藤勇に重

用され、文学師範、軍事方といった地位に就いた。

武田観柳斎は 2004年大河ドラマ「新撰組！」に登場している（演：八嶋智人）。

以上のように、多少強引なところもあるが、探してみると以外と見つかるものである。

３．異なる視点から一つの出来事を見る 

「翔ぶが如く」（1990年）、「徳川慶喜」（1998年）、「新撰組！」（2004年）、「篤姫」（2008年）、
「龍馬伝」（2010年）は全て幕末の動乱を舞台としたドラマであるが、徳川将軍家、大奥、浪士、
維新志士といった異なる立場の視点に立って描かれている。それぞれの立場で幕末から明治維新

の激動の時代をどのような考えを持ち、生き抜いたかを感じ取ることができる。

４．点と点をつなげる 

『結果が原因を生み、それがまた結果を生む。歴史は点と点の繋がりで見なければならない。』

と、ある本には記載されている。例えば、「龍馬伝」（2010 年）で問題となっていた上士と下士
の身分制度がある。これは「功名が辻」（2006年）に登場した山内一豊が関ヶ原の戦いの後に土
佐に移封になった際、新しく移ってきた山内家と元々土佐を治めていた長宗我部家の遺臣との間

に発生した対立が基となっており、幕末まで残ってしまったものである。これが後藤象二郎ら上

士と坂本龍馬や武市半平太などの下士との対立を生む原因となる。

５．おわりに 

歴史を学ぶ際、マンガやテレビを利用すると覚えやすい。これは人物像をイメージしやすいか

らだと私は思う。近年の大河ドラマは脚色や演出が多く、『そんな馬鹿な』と思うようなものも

ある。全てを鵜呑みにするのは危険だが、それらを留意して見ると面白いものである。

私は某テレビ局の回し者ではないが（受信料はきちんと払っている）、歴史ドラマや歴史情報

番組は当該局のものがやはり面白いと思う。3年間にわたって放送された「坂の上の雲」は素晴
らしい作品だった。


